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再開させた。血流再開後， 12時間後， 1, 2, 3, 4，および 7 日後に動物を屠殺し， 2.5 労glutaralde­
hyde-2 % paraformaldehyde を含む燐酸緩衝液にて濯流固定し，ビブラトームにて背側海馬を含む
厚さ 100μ の脳切片を作成した。 1%オスミウム酸にて後固定後，脱水し， Spurr樹脂にて flatt-em­
beddingをお乙なった。海馬CA1 領域においてstratum (str.) moleculare, str. oriens, str. radiatum 
および、 str. pyramidale の各層より標本を切り出し，超薄切片を作成して透過電顕にて観察した。
〔成績〕








胞形成が認められ 小樹状突起において微小管の消失が認められた。乙れら変化は血流再開 2 日後ま










後になり樹状突起近位部および細胞体に変化がみられ 3 日から 4 日後にかけて全体的崩壊におちい
る乙とが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
近年脳虚血における遅発性神経細胞壊死が注目されているが，その病的機序は未だ十分解明されて
いない。本研究はその病的過程を電子顕微鏡を用いて追求し 海馬CAl 錐体細胞の微細構造の変化
が虚血直後よりまず、樹状突起末梢部において出現し血流再開後も進行する乙と，また細胞体の変化が
遅れて出現するととを明らかにした。乙のような虚血性神経細胞障害における神経細胞の部位的脆弱
性は本研究により初めて示されたものであり，乙れらの知見は虚血性神経細胞障害の病態解明ならび
に治療開発に資すると乙ろ極めて大きく 学位論文に値すると考える。
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